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SBI損害保険株式会社 
 

SBI損保、「乳がんの早期発見・早期診断・早期治療」の大切さを伝える 
ピンクリボン運動へ協賛 

 
SBI損害保険株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：五十嵐正明、以下「SBI損保」）は、認定

NPO法人J.POSH（住所：大阪府大阪市、理事長：田中完児、以下「J.POSH」）のオフィシャルサポータ
ーとして、ピンクリボン運動を推進いたします。 
 
ピンクリボン運動とは、乳がんについての正しい知識を広め、早期発見のために乳がん検査の受診が

大切なことを、より多くの女性に知ってもらえるように取り組む世界規模のキャンペーンです。 
J.POSHは「乳がんで悲しむ人を1人でも少なく」を念頭に、乳がんについての啓蒙活動、乳がん患者

およびその家族への支援活動などを行っており、次の世代に健康で幸せな未来を残すことを目指してい
ます。SBI損保はJ.POSHの活動に賛同し、オフィシャルサポーターとしてピンクリボン運動の輪を広げ
ていきたいと考えています。 
 
日本では、乳がんは女性の9人に1人がかかるといわれており

(※1)、女性が罹患するがんの第1位となっています。しかしながら
乳がんは、定期健診とセルフチェックの習慣による早期発見およ
び早期治療で90％以上の人が治癒する(※2)病気でもあり、数少ない
「自分で気が付くことができるがん」です。 

SBI損保は、損害保険会社として「万が一の際に治療費の心配を
せずに最適ながん治療を受けていただけるように」と治療費補償
に特化したがん保険を販売しています。今回の協賛を機に、"治療
をあきらめない"をコンセプトに開発したがん保険を販売する保
険会社として、ピンクリボン運動の啓発活動に取り組みます。 
 

SBI損保は、ピンクリボン運動による気づきを広げることによって、女性が健康に活躍できる環境づく
りと社会のダイバーシティ推進を目指します。 
 
※1 公益財団法人 がん研究振興財団「がんの統計 2023」より 

(https://ganjoho.jp/public/qa_links/report/statistics/pdf/cancer_statistics_2023.pdf) 

 

※2 国立研究開発法人国立がん研究センター「がん診療連携拠点病院等院内がん登録 2012 年 3 年生存率、2009 年から

10 年 5 年生存率公表喉頭・胆嚢・腎・腎盂尿管癌 3 年初集計」より 

(https://www.ncc.go.jp/jp/information/pr_release/2019/0808_1/index.html) 

https://ganjoho.jp/public/qa_links/report/statistics/pdf/cancer_statistics_2023.pdf
https://www.ncc.go.jp/jp/information/pr_release/2019/0808_1/index.html


 

 

 
以上 

 
◆SBI損保について 

SBI損保は総合的な保険事業を展開するSBIインシュアランスグループの一員で、「新しい時代に、新しい保
険を」という企業理念のもと、最先端の保険商品と最高水準のお客さまサービスを提供しています。テクノロ
ジーの力で新たな価値を創造し、SBIグループ各社のシナジーでさらなる飛躍に向けチャレンジし続けます。 

 
 

【 会社概要 】 
商号 SBI損害保険株式会社 
所在地 東京都港区六本木1-6-1 
設立 2006年6月1日 
資本金 110億円 
事業内容 損害保険業 
URL https://www.sbisonpo.co.jp/ 

 

◆SBIインシュアランスグループについて 
SBIインシュアランスグループは、日本のインターネット金融のパイオニアであるSBIグループの保険事業

を担う企業グループです。保険持株会社であるSBIインシュアランスグループ株式会社（東証グロース市場上
場）のもと、SBI損保を含む事業会社 8社が一体となって総合的な保険事業を展開しています。 
「顧客中心主義」の徹底という基本方針のもと、保険分野におけるさまざまな付加価値を創造し、さらなる

顧客基盤の拡大を続けることで企業価値の向上に努めます。 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
SBI損害保険株式会社 広報・サステナビリティ推進室 

TEL：03-6850-7856 
E-mail：sbisonpo_pr@sbisonpo.co.jp 

https://www.sbisonpo.co.jp/

